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【はじめに】

限石の地上落下年代は,限石が地上に落下してから現在までの歴史を知る重要な手がかり

を与える｡ 南極限石は広い範囲に落下したものが氷河の流れに乗って集積地まで運搬され,

裸氷上に出るという集積機構をとるため,ほかの限石と比べて古い落下年代を示す｡南極限

石が落下後,氷河の中へ埋没する期間は短いので,落下年代は氷河中の運搬の期間と裸氷帯

に出てから回収されるまでの期間を合わせたものと考えてよい｡南極限石は,太古に落下し

た限石が風化をほとんど受けずに発見回収されるため,落下年代を詳しく調べることにより,

限石集積機構や雪氷学 ･限石のペアリング･落下頻度の時代変遷等を調べることが可能であ

る｡南極やまと山脈の氷原上で採取される限石は 50-60kyrまでの若い落下年代を示すもの

が多く,36clや 81Krに比べて短い半減期を持つ 14Cはこれらの落下年代を決定するために有

用である｡

名古屋大学年代測定総合研究センターにおいては,高周波加熱炉 (Rf炉)による試料加

熱部と CO2分離 ･精製部をガラス管で接続し,系全体を真空に引けるように改良した装置を

用いて,3年程前から限石中の 14co2抽出の試みを行っている｡炭素濃度が既知の標準鉄を

用いて行った炭素抽出実験の結果,炭素含有量が低い試料においても約 90%の抽出効率が得

られ,また得られた 14C年代値は大気の混入等による現代炭素の汚染のない,信頼できるも

のであった (南 ･中村,2000;MinamiandNakamura,2001)｡しかし,この炭素抽出ラインに

はわずかながらある一定のブランク値が存在し,炭素含有量が非常に低い限石を分析する場

合にはこのブランク値が影響することがわかった (南 ･中村,2001)｡そこで,ブランク値を

下げる,試料からの炭素抽出効率を上げる,などの分析技術の改良が望まれた｡また,本抽

出ラインを用いて最近落下した限石の saturatedactivity を測定し,他の研究室が出している

値と同じ値がでるかどうかも調べる必要があった｡そこで本研究では,限石加熱時に流す酸

素のトータル量が常に一定になるようにガス流量計を設置し,さらに RF炉内にるつぼを置

くためにセットする土台を,陶器製のものに変えて石英製のものに変更することにより,ブ

ランク値を低減,ならびに一定にする試みを行った｡また,今までは炭素を含まない高純度
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鉄を助燃剤として用いて限石を加熱し,限石試料から 14C02を抽出し,精製した後に 14C-free

の C02を加えて希釈するという操作を行っていたが,本研究では助燃剤として 14C-freeに近

い炭素を 0.052% 含有する標準鉄を用いることで,限石を加熱すると同時にガス希釈すると

いう方法をとった｡今までの方法では希釈時に大気 C02によるコンタミのおそれがあるが,

新しい方法ではその影響が軽減されると思われる｡また加熱と同時に希釈,つまりガス量を

多くしておくことで,システムブランクが無視できると考えられる｡この改良した方法を用

いて,最近落下したL一院石の分析を行い,saturated14cactivityを求めた｡

本研究のもう 1つの目的として,限石のペアリングがある｡南極限石には 1個の母限石が

壊れて生じたと思われる被片が多数含まれていることが多い｡限石の破壊は雪氷上への衝突,

氷中での被壊,氷原上での風化,および大気突入時の破砕 (限石シャワー)などによる｡限

石のペアリングの判断材料は化学組成,主成分組成,同位体組成などがあり,放射性核種も

その 1つである｡Y-74190,Y-75097,Y-75102,Y-75108,Y-75271の 5つの南極限石はすべて

L6であり,鉱物組成や主成分組成の類似性から同一の限石であった可能性が高いとされて

いる (Table1). Yl75102と Y-75271に関しては残念ながら試料が手元に無いため,本研究に

おいては や74190,や 75097,や75108の 3試料の落下 14C年代測定を行い,ペアであるかどう

かを探る｡

【実験方法】

最近落下した限石,南極やまと限石については,Julletal.(1998)に従い,試料表面に付着

した有機物を取り除く為,酸処理を行った｡サンプル約 1gを秤りとり,遠沈管にリン酸(85%)

とともに入れて良く混合させ,振とう器で24hまわす｡ここで強い酸を使用するとcosmogenic

14C も放出してしまうのでリン酸を用いた｡その後,遠沈管を遠心分離器にかけて上澄み液

と残液を分離し,遠沈管に残った残液に蒸留水を加え,再び遠心分離器にかけて上澄み液と

残液を分離する｡この操作を 2回ほど繰り返して洗い,残液からリン酸を完全に取り除く｡

その洗浄された残液を乾燥器で約80℃で24h乾燥させたo

その後の実験手順はJulletal.(1989)の手順に従った｡乾燥した残液を約0.5g,助燃剤 (JSS

17017,minorelementseriesB,carbonsteelforminorelementsdeterminationNo.3)を約3g秤り取

り,1000℃で 10h焼き出ししたアルミナ製のるつぼに入れてよく混合させ,マッフル炉で

500℃で lh,preheatする｡このpreheatにより,大気にさらされたことで吸着したa血ospheric

14Cが取り除かれる (Julletal.,1989;Liftonetal.,2001)｡

preheatLたるつぼを,炭素抽出ガラスラインに接続した RF炉にセットし,ガス流量計に

よって一定の流量にされた酸素を流しながら約 1700℃で加熱する｡この加熱により試料と

助燃剤中の炭素が CO,C02として抽出される｡あらかじめ CO2抽出ラインは真空に引いて

おき,抽出 ･精製は全て真空下で行う｡抽出された CO,C02は二酸化マンガントラップを

通して硫化物を取り除き,さらに450℃の酸化銅トラップを通してCOをC02に酸化する
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TableI Chemicalcompositions,majorelementcompositions,(3He/21Ne),

(22Ne/21Ne)and53MnoftheAntarcticmeteoritesofY｣75097group.

Y_74190 Y_75097 Y_75102 Y_75108 Y_75271

L6 L6 L6 L6 L6

olivineI)

pyroxene2)

SiO2

Ti02

A1203

Fe203
FeO

MnO

MgO
CaO

Na20

K20

H20(-)

H20(+)

p205

Cr203

Ni0(ppm)

FeS

Fe

Ni(ppm)

Co(ppm)
S

Tbtal

24.5 24.2

20.6 20.1

39.24 39.71

0.10 0.21

2.83 2.60

14.05 15.77

0.32 0.34

25.86 26.03

I.91 1.82

0.97 0.95

0.12 0.08

0.00 0.02

0.1 0.0

0.25 0.26

0.51 0.58

0.590

6.13 5.94

6.55 4.88

1.11 0.73

0.04 0.008

24.3 24.4 24.3

20.9 20.8 20.5

39.33

0.07

2.61

0

14.01

0.34

25.37

1.63

0.92

0,07

0.03

0.0

0.32

0.53

6.12

7.39

1.12

0.042

100.09 100.51 99.90

TわtalFe 21.36 20.91 22.17

(3He/21Ne) 2.2 4.6

(22Ne/21Ne) 1.053 1.087

53Mn(dpmnigFe) 441 424

4.8 4.0 4.7

1.079 1.089 1.095

452 407 424

1)01ivinecompositioninmolepercent

2)PyroxeneCOmpOSitioninmolepercent

Thedataarefrom"CatalogoftheAntarcticmerteorites".

そして三箇所において液体窒素で C02を回収し,余分な 02をポンプで引く｡その後,エ

タノールを用いたトラップ (約1100℃)で H20 を取り除く｡最後にペンタンを用いたトラッ

プ (約-130℃)で,二酸化マンガントラップで取り除ききれなかった硫化物を取り除き,抽

出された C02の体積をマノメーターによって測定する｡得られた C02を鉄一水素還元法に

よりグラファイト化し,名古屋大学年代測定総合研究センターに設置されているタンデトロ

ン加速器質量分析計を用いて 14C誤り定を行った｡この時スタンダードとして用いるシュウ酸
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標準試料 (NIST,RMl49)も同様にグラファイト化を行い,14C測定を行った｡

実験は,1)ブランク値を見積もるための助燃剤のみの加熱,2)insitu効果の影響を探る

ための quartzの加熱,3)Si02の 0が Cに置き換わった SiCから本実験手順で実際に炭素が

抽出されるかどうかを確かめるための SiCの加熱,4)宇宙空間での 14C濃度を知るための

最近落下した限石の加熱,5)限石の地上落下年代を得ると同時に,ペアリングの可能性を

追求するための南極やまと限石の加熱,の5種類について行った｡

【結果と考察】

ブランク膚

助燃剤として用いる炭素含有量 0.052%の標準鉄のみをるつぼに入れて Rf炉で加熱させ,

C02を抽出した結果を Table2に示す｡そのうち不備があるなどAMS測定で測定できなかっ

たものなどを除き,得られたデータの中から信頼性が高いと思われる 14個のデータの平均

値をこの抽出系のブランク値としてみなす｡収率の平均値は 84.9±2.6%,14C/12C値の平均

値は (1.926±0.206)×10-2であった｡収率の値に多少ばらつきが生じたものの,RF炉の電圧

針の振れ方は実験を通して一致しており,加熱温度に変化はなかったため,標準鉄の加熱状

態は一定であったと考えられる｡用いた標準鉄は炭素含有量が (5.19±0.12)×10-2 %であり,

2.3%の誤差を含んでいる｡助燃剤の含有炭素が不均質であるということが収率のばらつき

の原因と考えられるが,抽出系での抽出ガスの損失の度合いの違いによる可能性も考えられ

る｡しかし前述したように,加熱と同時に抽出ガスは希釈されているため,ガスの損失自体

は14C/12C値にはあまり効いてこない｡

insitu14Cを算出するために行った quartzの加熱実験においては, quartzを約 0.5g混ぜた

ときと約 1.0g混ぜたときの両方において,助燃剤のみを燃焼させたときよりも炭素抽出量

が減少するという結果が得られたC 同じ条件で助燃剤のみを加熱したときよりも quartzとの

混合物を加熱したときの方が加熱温度が下がった結果,抽出される炭素量が減少してしまい,

その減少量が quartzからの炭素抽出による増加量よりも大きかったため,全体として拍出量

が下がってしまったと考えられる｡よってこの方法ではinsitu14Cを測定することは難しい｡

助燃剤と試料の混合により,加熱時の助燃剤からの炭素抽出量が低下するとすれば,限古の

抽出実験の際にも同じ現象が起こると考えられる｡つまり限石の抽出実験におけるブランク

値としては,助燃剤のみを加熱させたときの値を用いるよりも quartzと混合させたものを加

熱させた時の値を用いたほうがより真実に近いと考えられる｡

SiCと助燃剤の混合物を用いた実験では,この実験手順で SiCから炭素が抽出されること

が証明された (Table2)｡炭素含有量がかなり多いので用いた量はかなり少なかったが,COZ

として問題なく抽出された｡平均収率は 80.5%であり,quartz1.Ogを加熱した時と同程度の

収率であるoよって,限石の加熱実験におけるブランク値として,助燃剤と 1.0gの quartz

を加熱した際の収率の平均80.3±3.8%を用いることにする｡
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Table2 ResultofCO2extractionexperimentfordeterminatlngblahkvalue.

No.Sample

Massof Massofcombus_

sample tionaccelerator ExtractedC Yield

(g) (0.052%Fe)(g) (mg) ㈲
:
84
･
3

82
･
0

83
･
8

83
･
1

86
･
6

8
･
0

m

84
･
9

85
･
9

83
･
1

89
･
2

82
･
0

83
･
9

85
･
2

88
･
2

81
･
8

86
･

(14C/12C)sam le Lab.code# 613C

(14C/12C)S.anda,d (NUTA2-) (‰ )

1

2

3

4

5

6

7

00
9

10

日

12

13

14

15

16

17

1

3.008 1.32

3.003 1.28

3.007 1.31

3.000 1.30

3.003 1.35

3.010 1.35

3.001 1.27

3.005 1.33

3.016 1.35

3.003 1.30

3.001 1.39

3.003 1.28

3.006 1.31

3.009 1.33

3.004 1.38

3.020 1.29

3.002 1.35

3.004 1.41

0.02368± 35

0.02055± 33

0.01919± 31

0.01862± 44

0.02081± 50

0.02061± 47

0.01720± 43

0.02164±344

0.01970± 34

0.01686± 32

0.01909± 32

0.01683± 31

0.02026± 34

0.01678± 31

90.2 0.01709± 32

3

4

5

/LU
0

I

2

3

5

6

7

00
00
00
00
0ノ
0ノ
q
ノ
∩フ
5

5

5

2

2

2

2

2

2

2

2

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

-24.9

-25.3

-25.2

-25.3

-25.5

-25.4

-25.7

ー25.2

-24.9

4458

4463 -25.I

4465 -24.9

4466 -24.7

average 84.9 0.01926

10' 2.6 0.00206

1 quartz

2 quartz

3 quartz

4 quartz

2

0

2

4

つJ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

0

3

2

1

3

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

3

3

3

3

3

1.30

1.18

1.33

1.23

1.24

83.5 0.02145士 35 4467 _24.8

75.4 0.01995± 34 4470 -25.3

84.7 0.01953± 33 4471 _25.2

78.7 0.01866± 32 4472 -25.6

79.2 0.01981± 33 4473 _25.4

average 80.3 0.01988

1or 3.8 0.00101

1

2

3

quartz 0.500 3.001

quartz 0.500 3.003
uartz 0.500 3.000

4

1

3

3

3

3

1

1

1

average 84.9
10' 1.0

0

1

5

5

0

0

0

0

0

0

c

c

･l
◆l

S

S

1

2

3.016 2.91 82.0 0.00991± 25 4474 _26.7

3.000 2.83 78.3 0.00730± 22 4475 -26.8

average 80.2
10' 2.6
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最近落下した腰石̀

Holbrook(L6)と Mt.Tazerzait(L5)の 2つの限石からsaturatedactivity を求めた｡結果を

Table3に示す｡Holbrookは 1912年 7月 19E)にNavajoCounby,Arizona,USAに落下 (全重

量218kg),Mt.Tazerzaitは 1991年8月21日にMountTazerzait,Nigerに落下 (全重量 110kg)

したL一院石である｡限石中の14Cは14Nからの壊変ではなく,Si02の0に宇宙線が照射して,

O の核破砕反応によって 14Cが生成すると考えられている｡限石ごとに化学組成,酸素含有

量が異なっており,また母限石が大きい場合は,照射された宇宙線強度が限石の外側と内側

で大きく真なっているので (Bom andBegemann,1975),個々の限石が保持している saturated

activity はそれぞれ異なる｡しかし,同じ し限石においては saturatedactivity について大きな

相違はないと考えられるため,HolbrookとMt.Tazerzaitの 14cactivity を宇宙空間にあるL一限

石が保持しているsaturatedactivityとみなすことにする｡

Holbrookについて,Julletal.(1989)ではL6,14cactivit再ま58.9dpmn'gと報告されている

のに対し,後の彼の論文 (Julletal.,1998)ではH6,44dpm化gと報告されている (Table4)｡

さらにリン酸処理を実験手順に追加したその後の彼の論文 (Julletal.,2000)でも Julletal.

(1998)の値が引用されており,Holbr∞kは H6として認識されていることがわかる｡しかし

著者らが分析に用いた Holbrookは HoriMineralogyからL6として購入したものであり,H6

として報告しているのは Julletal.(1998)のみである｡構成成分からも Holbrookは一般的に

はL6とされているので,本研究においてもし6とみなして後の考察を進める｡

HolbrookとMt.Tazerzaitの 14cactivity はそれぞれ 54.0±0.6,59.0±1.6dpmA'gであり,明

らかな差が見られた (Table3)｡過去の研究では L6の代表例として Bmderheim を挙げるこ

とが多く,その14cactivit再ま50dpm化g前後の値である (Table4)｡また,報告されているL6

のsaturatedactivityの平均は52.7±4.3であり,本実験のMt.TazerzaitとHolbrookの平均値56.5

±3.2dpm化gは過去のデータに比べると若干高い｡しかし,誤差範囲内で一意しているので,

この値を本実験の L6の 3つの南極限石の落下年代算出の際に用いても問題ないと考えられ

る｡

Table3 14cactivitiesoftworecentlyfallenmeteorites

Massofsample CO2 (14C/12C)sam,le Lab.code# 14C

(g) (cm3sTP) (14C/12C)standwd PUTA21) (dpm瓜g)
Sample

Holbrook 0.502 0.072 31.491±0.04 4673 53.6±0.2

(L6) 0.501 0.116 19･626±0104 4674 54.4±0･2
av.54.0±0.6

Mt.Tazerzait 0.501 0.146 16.634±0.04 4675 57.8±0.2

0.501 0.228 11.086±0.04 4680 60.1±0.2

av.59.0±1.6
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Table4 Saturatedactivitiesdatameasuredonrecentlyfallenmeteorites.

Meteorite Class Fal1 14C

(dpm/kg)
Reference

Holb,ook L6 1912 58･9j=0･5 Julletal･(1989)
(H6) (44±1) Julletal.(1998,2000)

49.8±1.8 Brownetal.(1984)

54.6_+I.8 Cresswelletal.(1993)

Bruderheim L6 1962 46.8±I.4 Julletal.(1989)

47.6±2.0 Knaueretal.(1995)

51.9士0.3 Julletal.(1993)

Leedey L6 1943 50.Oj=I.7 Julletal.(1989)

Mbale L6 1996 58.1±0.4 Julletal.(1998)

PeaceRiver L6 55.1士1.0 Cresswelletal.(1993)

Peekskill L6 1992 51.1±0.4 Grafetal.(1996)

av.52.7±4.3

庫膚贋石ー

用いた南極限石は Y-74190(L6),Y-75097(L6),Y-75108(L6)である｡それぞれの限石

の 14cactivity,ならびに上記の saturatedactivity を用いて落下年代を算出した結果を Table5

に示す｡quartz0.5gと 1.0gを加熱した時の両者の収率の平均値を用いて限石の落下年代を算

出した結果,quartzl.Ogの収率の平均値を用いて算出した年代値とIyr程度しか違いがなく,

ブランクの誤差に比べてかなり小さい｡したがって Tabl65に示した値で考察を進める｡南

極限石の14cactivityの値は,MinamiandNakamura(2002)の結果と比較すると高い値を示し,

約2kyr若い落下年代を示した｡MinamiandNakamura(2002)との実験手順の主な相違点は,

限石試料のリン酸処理と,限石加熱時に同時に 14C-freeC02で希釈することの 2点である｡

限石を酸処理することにより,今までは取り除ききれなかった weatheringproductがより多

く取り除かれたことが考えられる｡さらに 14C-freeC02で希釈する際のコンタミネーション

の低減や,試料加熱時の炭素量増加に伴う隅石炭素損失の減少も要因であると考えられる｡

MinamiandNakamura(2002)においてはこの3つの隅石試料にY-75102を加えた 4つの隅

石試料は Y-74190のみ若干若い年代を示すものの,ペアである可能性があるとしている｡本

研究でもV75097とV75108の落下年代はほぼ一致しており,ペアである可能性が示された｡

したがって,Y-75097,Y-75102,Y-75108は同一限石起源と考えられる｡一方で,Y174190

の落下年代は約 1kyr程の違いがあり (Table5),ペアとは言い難い結果が示されたO しかし

3He/21Ne,22Ne/21Ne,53Mnの値から,Y174190は他の 2つの限石に比べて母限石の深くに位置

していた可能性が報告されている (Takaoka, 1987)O母限石の深くに位置するほど saturated

activityは高い値を示すため (Reedy,1985;Grafetal.,1990;Wieleretal.,1996),Y-74190に対
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して遮蔽効果に対する補正をすると Y-75097,Y-75102,Y-75108と同程度の年代を示す可能

性がある｡10Be(半減期 160万年)は 14Cと同様,Oの核破砕反応で生成し,10Beと 14Cの

生成率はほぼ一定と考えられるので,10Beを測定することにより,母限石における深度を明

らかにすることが可能である｡名古屋大学年代測定総合研究センターにおいては現在,タン

デトロン加速器質量分析計第 1号機による10Be測定が稼動しつつある｡今後,限石の14C-10Be

測定を実施し,さらに詳細な落下年代を求めていく必要がある｡

Table5 14cterresBialagemeasurementsonsomeAntarcticYamatometeorites･

S-p.e (1'.Igs/21g;S≡ d L; cTOAd2e_; (dplt g, Ten: :lage Reference

Y-74190 22.247±0.04 4681 51.0±1.0 0.8±0.5 Thiswork

(L6) 40.8±1.2 2.8±0.7 MinamiandNakamura(2002)

V75097 9.653±0.03 4683 45.6±1.0 1.7±0.5 Thiswork

(L6) 37.5±1.2 3.5±0.6 MinamiandNakamWa(2002)

Y-75108 23･704士0･03 4686 45･2土l･0 1.8+_0.5 Thiswork

(L6) 35.9±0.8 4.1±0.4 MinamiandNakamura(2002)

4.1±0.7 MinamiandNakamura(2002)

46.3±1.4 1.74±0.25 Julletal.(1984)

34.1±2.7 4.3±1.0 Fireman(1983)

【まとめ】

南極限石の地上落下 14C年代測定の試みを行った｡RF炉での限石加熱時の酸素ガス流量

を一定にし,石英製の土台を使用することにより,炭素抽出ラインのブランク値を低減なら

びに一定化した｡また,14C-freeに近い炭素を 0.052%含む標準鉄と限石試料を RF炉で同時

に加熱し,助燃と希釈を同時に行う方法に変更するなどの改良を加えた｡従来の方法では,

炭素含有量が非常に低い限石を分析する場合には炭素抽出ラインのブランク値がかなり影響

していたが,これらの改良により,ブランクの影響がない,信頼できる分析が可能となった｡

この炭素抽出ラインで最近落下したHolbrookとMt.Tazerzaitの炭素抽出を行い,saturated14c

activity を測定した｡得られた 56.5±3.2dpmA(gは今までに L一限石で報告されている値に比

べて若干高いものの,誤差範囲内で一致した｡このsaturatedactivityを用いてY-74190,Y-75108,

Y175097の3つの南極隅石の落下年代を算出した｡その結果,MinamiandNakamura(2002)の

報告値に比べて約 2kyr若い落下年代を示したが,Julletal.(1984)の値とはほぼ一致した｡

限石試料のリン酸処軌 ならびに限石加熱時に同時に 14C-freeC02で希釈する改良を行った
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ことにより,より信頼性の高い落下年代が得られたと考えられる｡このことから,名古屋大

学の炭素抽出ラインが限石の落下年代測定に十分な性能をもつようになったといえる｡ペア

リングについては,Y-75097と Y-75108は落下年代がほぼ一致し,同一限石起源である可能

性が示唆された｡Y｣74190の落下年代は他の 2つの限石に比べて約 1kyr若く,ペアとは言

い難い結果が示されたが,遮蔽効果に対する補正をすると同程度の落下年代を示す可能性が

あるため,今後 10Beを同時に測定し,母限石における深度を明らかにすることが必要であ

る｡
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ThestoragetimeofameteoriteontheEarth'ssurface,itsterrestrialage,canbedeterminedby

thedecayofcosmic-ray-producedradionuclides･Theradionuclide14cisveryusefulfordeterminlng

theage,especiallyyoungeragethan～30kyr･Wehaveattemptedmeasurlngreliable14cterrestrial

agesofAntarcticmeteoritesbyAMSatNagoyaUniversity.Therewasaproblemthatafixedblank

existswhencarbonwasextractedfrommeteorite,andtheblankeffectwaslargeduetolittle14cin

meteorite.Soweimprovedthepreviouscarbonextractionmethodtocombustthemixtureofa

meteoritesampleandanironstandardincludingnearly14C-freecarbonof0.052%intheRFftmace

(LECOHF-10)andextracted14co2Wasdilutedatthesametimewhenthemeteoritewascombusted.

The14cactivitiesofrecentlyfallenmeteoritesofHolbrook(L6)andMt.Tazerzait(L5)weremeasured

byuslngthemethod.Themeanvaluewas56.5土3.2dpmn(g.Thisvalueissuitable,comparedwiththe

reportedvalueof52.7士4.3dpmn'gforrecentlyfallenL6Chondrites.

TerrestrialagesweremeasuredforthreeAntarcticYamatometeoritesamples:0.8土0.5kyrofY-74190

(L6), 1.7±0.5kyrofY-75097(L6),and1.8士0.5kyrofY｣75108(L6).Thesevaluesareyoungerthan

thedatabyMinamiandNakamura(2002)butagreewiththevaluereportedbyJulletal.(1984).The

fivesamplesofYl74190,Y-75097andY-75108,togetherwithYl75102andY175271,areconsidered

thesameorigin(Takaoka,1987).FromtheresultsinthisstudyandMinamiandNakamura(2002),Y-

75097andY-75108Couldbeonglnatedfrom thesamemeteoroid, whileY174190couldhavethe

differentonginbecauseitsterrestrialageisyounger.However,thelargedifferenceisnotobservedin

majorelementcompositionsofthesemeteorites.Furthermore,thereisapossibility thatY-74190

existedatdeeperdepthofameteoroidthantheothertwosamplesfromthedataof3He/21Ne,22Ne/21Ne

and53Mn(Takaoka,1987).Yl74190CouldhavethenearterrestrialagetoY-75097andY-75108,by

shieldingordep血co汀eCtionsinameteoroid･Theshieldingordep血co汀eCtionsareneededfわr14c

terrestrialagedeterminationofameteoritesampleifthemeteoroidwasverylargeorverysmall.By

normalizingthesaturatedactivityof14ctothatoflOBeinameteorite,morecorrectterresbialagefor

themeteoritecouldbeobtained.
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